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（１）エリアデザインとは 
 

● 足立区が現在区内７箇所「西新井・梅島」「綾瀬・北綾瀬」「六町」「江北」「花畑」「千住」「竹の塚」で進めている「エリアデザイン」とは、そのエリ

アが持つまちの特徴・魅力や求めるべき将来像などをエリアデザインとしてまとめ上げ、区内外に発信するとともに、民間活力を誘導しつつ、区有地

等の活用を図ることで、地域の活性化や区のイメージアップにつなげようという取組みです。 

 

（２）西新井・梅島エリアのエリアデザイン計画 
 

● 「西新井・梅島エリアデザイン計画」の策定にあたっては、エリアの特徴を示す統計データの収集と、地域にお住まいの方々に対するアンケート調査

を実施しました。両者の内容を整理・分析することで、現在の西新井・梅島エリアが持つ「強み」と「弱み（課題）」を把握し、区の基本計画や都市計

画マスタープラン等を土台としつつ、まちの将来像＝エリアデザインを描きました。 

 

  

第１章 西新井・梅島エリアデザイン計画について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 都営梅田八丁目アパート建替えに伴い用地が創出 

② 西新井駅周辺の都市基盤整備を推進 

西新井駅西口 都営アパート創出用地 

 亀田小 

梅田亀田公園 

 創出用地  
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（１）西新井・梅島エリアのまちの変化 
 

ア 西新井・梅島エリアは、環状七号線や東武伊勢崎線の複々線化等の整備、農地の市街

化や工場等の土地利用転換により、約 50 年間で街並みが大きく変化しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 現在、西新井・梅島エリアは、都市計画道路の整備や都市計画公園の見直し、老朽化

した公共施設の整備などの課題を抱えています。 
 

（２）計画策定の進め方 
 

ア 「２つの視点」 

     エリアの現状分析及び計画策定にあたり、下記の「２つの視点」を取り入れて、より緻密かつ実現性のある内容としていきます。 

     視点１ 「４つのブロック」・・・・次ページ参照 

         特徴別に計画範囲を４つのブロックに分けて現状分析を行ない、ブロックごとの整備方針を定めます。 

     視点２ 「６つの項目別に分析」・・・次ページ参照 

         ４つのブロックの現状分析にあたっては６つの項目別で実施し、エリアの特徴と可能性を整理します。その分析に基づき、整備方針を 

策定します。 

イ 整備方針の立て方 

     上記の視点１に沿った計画を策定するにあたり、まずは、西新井・梅島エリアの全体整備方針を示します。この全体整備方針に基づき、４つの 

    ブロックの強みと弱みを踏まえて、各ブロックの整備方針を明示します。 

第２章 西新井・梅島エリアデザイン計画策定に向けた考え方 

 

 

環状七号線が供用開始 ① 昭和４８年 

② 昭和 49 年 東武伊勢崎線の北千住～竹ノ塚間を複々線化 

西新井駅周辺に大型商業施設が開業 ③ 昭和 50 年頃 

日清紡東京工場や東武鉄道車両工場の跡地に西新井

駅西口周辺地区地区計画を策定し、開発促進 

 平成 19 年 アリオ西新井がオープン 

 平成 22 年 パサージオがオープン 

④ 平成 15 年～ 

①

③

④

②

国土地理院ウェブサイト https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1 空中写真をもとに作成 
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現状を示す「統計データ」と、地域の声である「アンケート」の結果を下記の「６つの項目別」に、整理・分析を行い「エリアの特徴と 

可能性」を整理します。 

 

    

視点１「４つのブロック」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  視点２「６つの項目別に分析」 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａブロック 
西新井駅周辺 

Ｂブロック 
梅島 

区域：梅田五～八丁目 

特徴：梅島駅周辺の公共施設が複数ある地域 

Ｄブロック 
関原 

区域：関原二、三丁目 

特徴：木造の住宅が密集している地域 

Ｃブロック 
梅田 

区域：西新井栄町一、二丁目、栗原一、三丁目、島根三丁目 

特徴：集客力のある文化・体験の施設、商業施設が集まっている地域 

区域：梅島一～三丁目 

特徴：西新井公園整備計画の見直しが必要な地域 

Ａ 

Ｂ 

Ｄ 
Ｃ 

観光施設、商業施

設、公園等、魅力的

な施設の立地状況 

No.1 

地域 
資源 

文化・体験等の資
源の魅力度 

商業等の民間資

本の活動環境 

地域の活動を支

える防災や防犯

の状況 

みどりや公園の

ある豊かな生活

環境 

通勤・通学等、日

常活動の移動環境 

住み心地のよい

生活環境 
商業のにぎわい みどり・公園の充足

防災・防犯による 
安全・安心度 

交通の利便性 
 

コミュニティの維持 

公共施設の利用状況 

① 

④ 

③ 

② 

統計データの評価が高い 

統計データの評価が低い 

ア
ン
ケ
ー
ト
評
価
が
高
い 

ア
ン
ケ
ー
ト
評
価
が
低
い 

①地域の強み （統計データ:高 アンケート評価:高） 

まちの強みとして更に伸ばすことで地域の魅力を高めます。 

②地域の弱み （統計データ:低 アンケート評価:低） 

まちの弱みの改善を図り、評価の底上げを図ります。 

③潜在的な資源（統計データ:高 アンケート評価:低） 
統計データとアンケートの差について、原因把握及び課題解決を図る必要があります。 

④見かけの満足（統計データ:低 アンケート評価:高） 
統計データ上の課題改善を図り、真の強みに変えることが必要です。 

No.4 

経済
活動 

No.2 

安全
安心 

No.5 

自然
環境 

No.3 

交通 

 
No.6 
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西新井・梅島エリアでは、西新井駅付近の再整備の動向や梅田八丁目都営アパート跡地で用地が創出するなど、変化の兆しが見えはじめています。 

この機会を捉え、西新井・梅島エリア内の課題を解決するとともに「豊かで快適な安全・安心なまち」に成長させることを目的として、エリアデザイン

計画を策定しました。そのため本エリアでは、下記の４点について、優先的に事業を推進していきます。 

 

 

 

  

東武大師線 

足立区役所 

環状七号線 

旧
日
光
街
道 

梅田図書館 

補助 138 号線（整備中） 

西新井駅西口周辺地区密集事業 

日
光
街
道 

 

 

 

 

Ａブロック 
西新井駅周辺 

Ｂブロック 
梅島 

Ｃブロック 
梅田 

Ｄブロック 
関原 

第 3 章 西新井・梅島エリアの整備方針 

① 西新井駅西口交通広場の整備 
《 優先して取組む理由 》 

・西口駅ビルの商業施設誘導、西口交通広

場整備の地元要望が高い。 

内 容・西口交通広場の整備 

   ・駅東西通行の機能向上   

・西口駅ビルの計画的な建替え誘導 

目 標・交通広場を令和 3 年度に事業化 

事業費・交通広場     約 80 億円 

④ 災害に強いまちづくり 
《 優先して取組む理由 》 

・地震時の建物倒壊や火災時の延焼の危険

性が非常に高い。 

内 容・補助 138 号線の整備 

・密集市街地整備事業の推進 

・防災生活道路の拡幅 

目 標・不燃化領域率７０％の達成 

事業費・補助１３８号線    約９億円 

（上記事業は事業中であるため、今後の事業費を記載） 

 

② 西新井公園の見直しと道路整備 
《 優先して取組む理由 》 

・現公園整備計画(5.6ha)の実現性が低い。 

・現計画範囲内に建築制限が掛かっており、建
物の更新や土地利用が進まない。 

・地震時の建物倒壊や火災時の延焼の危険性が高い。 

内 容・西新井公園の都市計画範囲を縮小 

・補助２５５号線の整備 

目 標・西新井公園を令和５年以降に計画変更 

・補助２５５号線を早期に事業化 

事業費・西新井公園     約 160 億円 

・補助２５５号線   約 1１0 億円 

③ 新しいコンセプトの図書館整備 
《 優先的に取組む理由 》 

・昭和 43 年築の梅田図書館の老朽化が著しい。 

・周辺施設の再配置に伴い区民の利便性の向

上が図れる。 

内 容・新たなコンセプトの図書館 

・周辺の老朽化した公共施設の再配置 

目 標・令和３年度用地取得 

事業費・取得用地費      約 20 億円 

※事業費は、過去の実績から概算総事業費を算出。その内訳は特定財源（国庫補助金、都補助金）と一般財源（区負担額）の合計金額である。 
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（１）西新井駅周辺【Ａブロック】  
 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  見かけの満足   

 統 計  

・複合商業施設周辺に自転車盗難

が集中しており、刑法犯認知件

数が区平均の 3.3 倍に達する。 

・日清紡東京工場跡地開発によ

り、道路等が整備され、防災性

が高まっているが、一部に木造

住宅密集地域が残っている。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・防災及び防犯の評価はそれぞれ

５段階中 3.0、3.1。 

《 みどり・公園の充足 》 
 統 計  

・日清紡東京工場跡地の開発によ

り、さくら参道や西新井さかえ

公園が整備されたが、ブロック

内の公園面積率は区平均の約３0％

程度と低い。 

 ※公園面積率＝公園面積／区の面積 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・みどり・公園の充実度は、５段

階中 3.1。 

・自慢できるところで西新井さか

え公園などの声が多数ある。 

・旅行コミュニティサイト「足立区の観光」で

区内の他地域と比較し高評価である。 

・商業施設が集積している。 

・鉄道やバスの交通網、道路・公園などの都市

基盤が整っている。 

・刑法犯認知件数が多く、建物倒壊危険度の高

い地域がある。 

強み 

弱み 

地域の強み 

統計データの評価が高い 

潜在的な資源 

ア
ン
ケ
│
ト 
評
価
が
低
い 

●文化・体験 

●防災・防犯 

●みどり・公園 

●● 
公共施設 

交通 
● 

ア
ン
ケ
│
ト 
評
価
が
高
い 

●商業 

地域の弱み 見かけの満足 
統計データの評価が低い 

  地域の強み   

 統 計  

・旅行コミュニティサイトにおい

て、区内の他地域と比較して、

評価の高い施設が多い。 

・西新井大師 （2 位／76 施設） 

・ギャラクシティ （4 位／76 施設） 

※2019 年 3 月時点 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・文化や体験できる施設の充実度

は 5 段階中 3.1。 

《 商業のにぎわい 》 
 統 計  

・アリオ等、複合商業施設が立地し

ており、商業の土地利用割合が区

平均の 1.3 倍、単位面積あたりの

小売業等従業者数が区平均の

2.1 倍と多い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・買い物の利便性の評価は５段階

中 3.9 と高い。 

・駅ビルが閉店し、不便さを感じて

いるため駅ビル商業施設の必要

性を訴える人が約 70％いる。 

 
《 公共施設の利用状況 》 

 

 統 計  ※エリア内共通評価 

・地域学習センター及び図書館利

用状況が区平均より高い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・公共施設の利用のしやすさの評

価は５段階中 3.１。 

《 交通の利便性 》 

 統 計  

・ 都 市 計 画 道 路 の 整 備 進 捗 は

94％、道路率は 23％と区平均よ

り高い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・交通の利便性（鉄道・バス）の評

価は 5 段階中 4.２と高い。 

・駅東西自由通路や西新井駅西口

交通広場の整備が必要だと思う

人が 30％以上と高い。 

・駅のエレベーターやエスカレー

ターの設置要望の声が多数ある。 

  潜在的な資源   

《 コミュニティの維持 》 

 統 計  

・日清紡東京工場跡地の開発に

より、大規模な集合住宅が建設

され、新しい住民が流入したた

め、2005 年に比べ 2010 年

の人口は、1.4 倍に急増した。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・地域活動への参加しやすさの

評価は５段階中 2.9。 
・このブロックは、日清紡東京工場跡地の開発により、工場から住宅や

商業等へ用途転換が行われた結果、工業系の用途地域は大きく減少し
た特徴がある。 
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西新井駅西口交通広場の整備 

  

具体的な取組 

来街者が多い西新井駅周辺では、東口・西口ともに足立区の顔にふさわしい整備を推進します。鉄道事業者や民間開発事業者などと 

協議し、西口駅ビルと交通広場の一体感あるまちづくりを進めるとともに、歩行空間確保やバスターミナル等の交通機能向上を図り 

ます。 

 
 

○買い物施設や娯楽施設が充実。 

○土日は近隣から買い物客が集まる等、他の地域から来

たいと思える施設がある。 

○東武ストア、書店、外食店がなくなって不便になった。 

○西口駅ビルの建替えを早急にして欲しい。 

○誰もが通りやすい東西通路を整備してほしい。 

○安全できれいな居心地のよい駅前広場になってほしい。 

○細い道を通りぬけなければならず、とても不便。 

地域の声 

 

西口駅ビル周辺の計画的な 
建替えの誘導 

 
・駅西口付近は、商業・業務（事務所）施

設を誘導できるよう、土地利用の見直
しを図ります。 

 

西新井駅西口及び交通広場の整備 
 
・バスターミナルの機能拡充・歩行空間を十分に確保し、

便利で安全な駅前広場の整備を目指します。 

・交通広場（区画街路９号線）の整備を進めるにあたっ
ては、西口駅ビルと一体的な整備を目標とします。 

 

 

駅東西通行の機能の向上
や駅周辺の道路整備 

 
・駅ビル改修の動きにあわせて、エスカレー

ターやエレベーターなどを整備し、東西
通行の機能向上を検討します。 

・主要区画道路２を整備することによ
り、回遊性の向上を図ります。 

駅周辺の防犯・防災性の向上 
 
・大型商業施設での自転車盗難の対策等

を行い防犯性の向上を図ります。 

・密集市街地整備事業等※を促進し、防災
性の向上を図ります。 

※密集市街地整備事業等の具体的な取組みは、「Ｄブロック 関原」に示す。 

取組の 
方向性 
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（２）梅島【Ｂブロック】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 統 計  

・建物倒壊危険度は区平均の 1.5 倍。 

・特に西新井公園計画がある梅島三

丁目では地域危険度が東京都の

5,177 町丁目中 262 位で、地震

や火災の危険性が高い。 

・荒川氾濫時の最大浸水深は、約

2.4ｍで建物 1 階部分が浸水する

予測となっており、水害の危険性

が高い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・防災及び防犯の評価はそれぞれ 

５段階中 3.0、2.9。 

《 みどり・公園の充足 》 
 統 計  

・都市計画公園が未整備となってお

り、ブロック内の公園面積率は区

平均の約 50％、緑被率は約 60％

程度。 

 ※公園面積率＝公園面積／区の面積 

※緑被率＝樹林、草地、農地等の緑面積／区の面積 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・みどり・公園の充実度の評価は 

5 段階中 3.2。 

・西新井公園に求める機能として

は、防災・避難所が 477 件／ 

830 件（約 60％）と最も多い。 

 統 計  

・旅行コミュニティサイトにおい

て、ベルモント公園が 76 施設

中 18 位（2019 年 3 月時点）

である。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・文化や体験できる施設の充実度

は 5 段階中 3.1。 

《 商業のにぎわい 》 
 統 計  

・梅島駅周辺や旧日光街道沿いに

商業店舗が立地しており、商業

の 土 地 利用 割 合 が 区 平 均 の

1.3 倍、単位面積あたりの小売

業等従業者数が区平均の２.0

倍と多い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・買い物の利便性の評価は５段階

中 4.1 と高い。 

《 公共施設の利用状況 》 

 統 計  ※エリア内共通評価 

・地域学習センター及び図書館利

用状況が区平均より高い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・公共施設の利用のしやすさの評

価は５段階中 3.3。 

《 交通の利便性 》 

 統 計  

・ブロック内の単位面積あたりの

バス停数は区平均の 1.4 倍。 

・区役所・王子・千住・亀有・綾

瀬など多方面のバス路線があ

る。 

・都市計画道路の整備進捗は

65％と区平均 77％より低い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・交通の利便性（鉄道・バス）の

評価は 5 段階中 3.9 と高い。 

・道路のネットワークの評価は 

5 段階中 3.1。 

《 コミュニティの維持 》 

 統 計  

・70 歳以上の人口のうち、孤立

の恐れのある世帯の割合は区

平均の 1.2 倍と多い。 

・駅周辺の放置ごみ数は区平均

の半数と少ない。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・地域活動への参加しやすさの

評価は５段階中 3.1。 

・買い物に便利なブロックである。 

・ブロック面積あたりのバス停が多く、多方面

へのバス路線が集まる。 

・都市計画道路や都市計画公園の整備が進んで

いない。 

・建物倒壊危険度が高い。 

強み 

弱み 

  見かけの満足     地域の強み   

・製菓等の食料品製造業や建設会社等の総合工事業が多い。 

  地域の弱み   

統計データの評価が高い 

地域の強み 潜在的な資源 

文化・体験 

●みどり・公園 

●
交通 

● ●

ア
ン
ケ
│
ト 
評
価
が
低
い 

ア
ン
ケ
│
ト 
評
価
が
高
い 

●商業 ● 

防災・防犯● 

地域の弱み 見かけの満足 
統計データの評価が低い 

公共施設 
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西新井公園の見直しと道路整備 

 

 

市街化が進み、地域の状況が大きく変化しているため、現西新井公園計画面積 5.6ha の実現は難しい状況です。必要な機能や地域 

のニーズを踏まえて、西新井公園の都市計画の縮小を検討するとともに、都市計画道路補助２５５号線等の骨格道路の整備を進め、 

防災機能や交通環境の向上を図ります。 

具体的な取組 

 

機能や地域ニーズを踏まえ西新井
公園計画を縮小し、着実に整備 

 
・西新井公園には、防災機能や子どもの遊び場など

の役割が求められており、これらを軸に機能の検
討を行います。 

・計画を見直し後は、早期実現を目指します。 

・西新井公園縮小に伴う公園計画面積は、区内の公
園空白地域などに代替計画し、区全体の「みどり」
の量的な底上げを図ります。 

 

 

補助２５５号線・南北線等の
整備による道路ネットワー
クの形成 

 
・補助２５５号線や南北線等の整備を進め

ることにより、道路交通環境の向上及び
災害に強いまちづくりを推進します。 

 

西新井公園計画面積の縮小による
土地利用の活性化・防災性の向上 

 
・公園を縮小する都市計画変更や地区計画を定め、

土地利用の活性化や建物更新の環境を整えること
により、防災性の向上を図ります。 

・西新井公園周辺を含め、プチテラス等の小公園の
整備により「みどり」の充実を図ります。 

「西新井公園とは？？？」 

戦時体制が強化される中、昭和１７年に内

務省が、現西新井公園計画地を含む範囲を

防空緑地として指定しました。防空緑地と

は、空襲被害が出た場合の避難場所、また

は延焼を防ぐための公園緑地です。戦後、

「みどり」を保存し、無秩序な市街化を防

止するという考えが継承され、昭和３２年

に 5.6ha の広さの西新井公園として都市

計画決定された歴史があります。また、補

助 255 号線が昭和 41 年に公園と重複す

る形で都市計画決定されています。 

 

取組の 
方向性 
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（３）梅田【Ｃブロック】 
 
 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

・買い物に便利なブロックである。 

・防犯カメラの設置が多く、刑法犯認知件数が少ない。 

・ブロック周辺を含め公共施設が集中している。 

・道路網の整備が不十分である。 

・建物倒壊危険度が高い。 

強み 

弱み 

地域の強み 潜在的な資源 

統計データの評価が高い 

地域の弱み 見かけの満足 

ア
ン
ケ
│
ト 
評
価
が
低
い 

統計データの評価が低い 

ア
ン
ケ
│
ト 
評
価
が
高
い 

●商業 

文化・体験 

●防災・防犯 

● 公共施設 

● 

●交通 

● 
●みどり・公園 

 

 統 計  

・住宅が密集している地域があり、

建物倒壊険度は区の平均の 1.3

倍と震災時の危険性が高い。 

・単位面積あたりの防犯カメラの個

所数は区平均の 1.8 倍と多く、単

位面積あたりの刑法犯認知件数

はエリア平均より 30％少ない。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・防災及び防犯の評価はともに５

段階中 3.2。 

《 みどり・公園の充足 》 
 統 計  

・ブロック内の公園面積率は区平均の約 50％、緑被率は約 60％程

度と低いが、自主管理公園が多い。 

 ※公園面積率＝公園面積／区の面積 ※緑被率＝樹林、草地、農地等の緑面積／区の面積 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・みどり・公園の充実度の評価は 5 段階中 3.3。 

 統 計  

・明王院や佐竹氏抱屋敷跡等の文

化財がある。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・文化や体験できる施設の充実度

の評価は 3.2。 

《 商業のにぎわい 》 
 統 計  

・従業員１人及び売り場面積１㎡

あたりの小売販売額は区平均

程度であるが、単位面積あたり

の小売業等従業者数は区平均

の 1.4 倍と多い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・買い物の利便性の評価は５段階

中 4.3 と極めて高い。 

《 公共施設の利用状況 》 

 統 計  ※エリア内共通評価 

・地域学習センター及び図書館利

用状況が区平均より高い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・公共施設の利用のしやすさの評

価は５段階中 3.6。 

《 交通の利便性 》 

 統 計  

・ 都 市 計 画 道 路 の 整 備 進 捗 は

55％、道路率は 18％と区平均よ

り低い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・道路のネットワークの評価は 5

段階中 3.2。 

・交通の利便性（鉄道・バス）の評

価は 5 段階中 4.1 と高い。 
《 コミュニティの維持 》 

 統 計  

・70 歳以上の人口のうち、孤立

の恐れのある世帯の割合は区

平均の 1.2 倍。 

・町会・自治会加入率は区平均

の 1.3 倍。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・地域活動への参加しやすさの

評価は５段階中 3.2。 

  見かけの満足     地域の強み   

・食料品製造業や化学工業が多い傾向がある。 
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新しいコンセプトの図書館整備 ※公共施設の複合化を検討 

 

具体的な取組 

 
 
 

○公園やいろいろな世代が交流する場を併設

した複合施設がよい。 

○文化活動の為に利用できる施設や国際交流

の場があってもよい。 

○カフェ等の飲食店が併設されているとよい。 

地域の声 

平成 29 年 7 月に建替えが完了した都営梅田八丁目アパートの創出用地を、区は東京都から公共用地として取得を要望していま 

す。 土地の取得に向けて、区に必要な施設や公共施設の再編を検討するとともに、鉄道で分断されているブロック間の東西 

ネットワークの向上等の検討を行います。 

 

 

周辺の老朽化した公共施設再編 
 
・地域包括支援センター関原や子育てサロン

関原が入る建物も昭和４１年築（築５３年）

と老朽化が進んでおり、施設更新や移転を検

討していきます。 

 

南北線・補助 138 号線等の整備
によるネットワークの向上  

・鉄道による東西の分断を解消するための南

北線整備を進めます。 

・周辺の回遊性の向上を図るため、補助 138

号線等の整備を着実に進めます。 

 
防災性の向上 

 
・密集市街地整備事業等※を促進し、防災性の

向上を図ります。 

 

※密集市街地整備事業等の具体的な取組みは、「Ｄブロック 関原」に示す。 

取組の 
方向性 

 

新たなコンセプトの図書館整備 
 
・東京都より梅田八丁目アパート跡地の取得を

目指します。 

・老朽化※した梅田図書館を移転し新たなコンセ

プトを持つ図書館として整備します。 

※昭和 43 年築（築 51 年） 
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（４）関原【Ｄブロック】 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

  

・刑法犯認知件数が少ない。 

・建物危険度が非常に高い。 

・公園を含む緑が不足している。 

・都市計画道路の整備が進んでいない。 

強み 

弱み 

地域の強み 

統計データの評価が高い 

潜在的な資源 

ア
ン
ケ
│
ト 
評
価
が
低
い 

●文化・体験 

防災・防犯● 
 

みどり・公園 

●
公共施設  

● 

●交通 

ア
ン
ケ
│
ト 
評
価
が
高
い 

●商業 

地域の弱み 見かけの満足 
統計データの評価が低い 

● 

 統 計  

・建物倒壊危険度は区平均の

2.6 倍と震災時の危険性が非

常に高い。 

・防火造ではない木造住宅の割

合が区平均の 2.3 倍と非常に

高い。 

・単位面積あたりの防犯カメラ

は区平均程度であるが、単位面

積あたりの刑法犯認知件数は

エリア平均より４０％少ない。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・防災及び防犯の評価はそれぞ

れ５段階中 2.7、2.8。 

《 みどり・公園の充足 》 
 統 計  

・ブロック内の公園面積率は区

平均の約３０％、緑被率は約

５０％程度と低い。 

※公園面積率＝公園面積／区の面積 

※緑被率＝樹林、草地、農地等の緑面積／区の面積 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・みどり・公園の充実度の評価

は 5 段階中 3.3。 

 統 計  

・関原不動大聖寺等の文化財があ

る。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・文化や体験できる施設の充実度

の評価は 5 段階中 3.0。 

《 商業のにぎわい 》 
 統 計  

・従業員１人及び売り場面積１

㎡あたりの小売販売額は区平

均の半分程度。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・関原商店街等の昔ながらの商

店街があり、買い物の利便性

の評価は５段階中 3.5。 

《 公共施設の利用状況 》 

 統 計  ※エリア内共通評価 

・地域学習センター及び図書館利

用状況が区平均より高い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・公共施設の利用のしやすさの評

価は５段階中 3.1。 

《 交通の利便性 》 

 統 計  

・都市計画道路の整備進捗は

59％、道路率は 18％と区平

均より低い。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・道路のネットワークの評価も

５段階中 2.7。 

・交通の利便性（鉄道・バス）の

評価は 5 段階中 3.9 と高い。 

《 コミュニティの維持 》 

 統 計  

・70 歳以上の人口のうち、孤立

の恐れのある世帯の割合は区

平均の 1.2 倍。 

・町会・自治会加入率は区平均の

1.2 倍。 

 ｱﾝｹｰﾄ  

・地域活動への参加しやすさの

評価は５段階中 2.8。 

  見かけの満足     地域の強み   

・工務店等の職別工事業や金属製
品製造業が多い傾向がある。 

  地域の弱み   

  潜在的な資源   
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災害に強いまちづくり※A、C ブロックの一部を含む 

 関原二、三丁目、梅田五、六丁目、西新井栄町一丁目は特に住宅が密集しており、道路も入り組んでいます。地震による火 

災時の延焼危険性が高いことや緊急車両の到着が遅くなる等の課題が多いため、災害に強いまちづくりの推進が必要です。 

取組の 
方向性 

具体的な取組 

 
 
 
 

○曲がった道路や細い道路等、災害時に危険な道路がたくさんあり、防災のための道路が 

必要。 

地域の声 

 

密集市街地整備事業等の促進 
 
・防災性の向上を図るため、道路の拡幅整備、公園・広場の整備、老朽住宅の建替えの支援

を推進します。 

 

補助１３８号線等の整備による道路ネットワークの形成 
 
・緊急車両の通行や消火・救援活動を円滑にできるよう、防災上重要な道路として補助 138

号線や区画街路８号線の整備を着実に進めます。 

 

ソフト面の整備による防犯・防災性の向上 
 
・東京都都市整備局発表の「地震に関する地域危険度測定調査（第８回）」にて総合危険度が

高い地域の町会・自治会を対象に、地区防災計画の策定及び見直しを進めていきます。 
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● 拠点開発、道路、公園整備等の取組みとその目標時期を下表のとおり設定します。 

 

ブ ロ ッ ク 整備対象拠点 
取組みの目標 

取組み 短期目標 中長期目標 

A ブロック 

西新井駅周辺 

駅西口交通広場 

（区画街路 9 号線） 
バス停等の機能拡充・歩行空間の拡幅 令和 3 年度事業認可 令和 11 年度整備完了を目指す。 

西口駅ビル周辺 商業を主とした土地利用の誘導 令和 4 年度用途地域変更 用途変更後、随時建替えを誘導する。 

駅東西の連絡路 
駅西口エレベーター・エスカレーター等のバリ

アフリーに配慮した機能 

西口駅ビル建替えにあわせて整備する。 

※仮設については事業者と協議する。 

東口駅ビル周辺 駅前の空間確保・歩行環境改善 東口駅ビル建替えにあわせて関係者と協議する。 

B ブロック 

梅島 

梅島三丁目地区 西新井駅東口地区地区計画 令和 3 年度まちづくり計画策定 早期の都市計画決定を目指す。 

西新井公園 都市計画範囲を縮小変更 令和５年以降の都市計画変更、その後の早期の事業化を目指す。 

補助 255 号線 道路整備・無電柱化・一部延焼遮断帯の形成 
早期の事業化を目指す。 

南北線 補助２５５号線～東武鉄道の道路整備 

C ブロック 

梅田 

都営梅田八丁目 

アパート跡地 

新たなコンセプトの図書館 

周辺の老朽化した公共施設の再配置 
令和３年度用地取得 早期の施設完成を目指す。 

南北線 東武鉄道～補助 138 号線の道路整備 
令和 3 年度都営梅田八丁目アパート跡地

部分用地取得 

Ｂブロック南北線整備の進捗を鑑み

ながら、早期の事業化を目指す。 

D ブロック 

関原 

補助 138 号線 道路整備・無電柱化・延焼遮断帯の形成 事業期間：令和３年度（延伸予定） — 

区画街路８号線 道路整備・無電柱化・延焼遮断帯の形成 — 令和７年度までの事業化を目指す。 

西新井駅西口周辺密

集市街地整備事業区

域（Ａ・Ｃブロック含む） 

不燃化領域率70％の達成※・防災生活道路の拡幅 

※現在の重点プロジェクトは60％ 
目標に向けて事業を推進する。 

第４章 目標の実現に向けて 



 
 
 

 

 

 

 

西新井・梅島エリアデザイン計画（案） 
 

令和元年１２月 

足立区エリアデザイン推進本部 

事務局：足立区 政策経営部 エリアデザイン推進室 

エリアデザイン計画担当課 

東京都足立区中央本町１－１７－１ 

電話 03-3880-5812（直通） 

FAX 03-3880-5610 

URL http://www.city.adachi.tokyo.jp/ 


